
令和７年６月定例会　議案等に対する賛否について
※表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対

※議長は表決に加わらないため、「／」としています。
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議案第８８号 令和７年度富山市一般会計補正予算（第１号） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８９号 令和７年度富山市企業団地造成事業特別会計補正予算（第１
号）

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９０号 令和７年度富山市水道事業会計補正予算（第１号） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
　上下水道の耐震化や老朽化対策は重要だが、国予算の抜本
的な拡充と市町村の公営企業は原則独立採算制となっている
制度そのものの見直しが必要。水道料金２７％、下水道使用
料１９.４％の引上げで、単身世帯は月６４０円、年７，６
８０円、標準的な家庭は月９３６円、年１１，２３２円、４
年間で１１５億円の負担増となり、物価高騰の中、市民生活
や事業所経営に深刻な影響を与える。料金引上げの回避、ま
たは少しでも低くするために一般会計からの繰入れを検討す
べき。東京、大阪などで実施された水道基本料金の無償化
は、本市は１か月約１億７，４００万円で実施できる。９
８．６億円ある財政調整基金から一部充当も検討すべき。経
営審議会は料金改定について利用者（市民等）への説明を丁
寧に行うよう意見しているが、説明する前に引上げの条例を
提案したこともおかしい。

　市中心部の高度利用地区の再開発ビルの地権者の権利床に
加え、資金調達のために売り払う保留床についてもマンショ
ンの１２０平方メートル超の部分について、市独自に固定資
産税を３分の２に軽減、住宅以外は４分の３に軽減するもの
である。保留床分の減額は地方税法では「できる」規定であ
り義務ではないが、県内では富山市だけ実施している。税負
担の軽減により保留床に対する購入意識や投資意欲の高揚に
つなげ市街地再開発事業を促進するとのことだが、マンショ
ンの高額な広い区画を売りやすくするものである。中央通り
Ｄ北地区再開発事業が対象となるが、この再開発そのものに
９３億３，０００万円もの補助金が注ぎ込まれる上、まちな
か居住推進事業のマンション購入者には、１戸当たり上限５
０万円の補助制度もあり、これ以上中心部の偏重、優遇は広
く市民の理解は得られない。

市総合体育館の運営権まで民間企業に任せるＲコンセッショ
ン方式で、利用料金はこれまで利用時間２時間で大人２３０
円だが、新しい条例では全て１時間当たりとなる。また、
フィットネスルームは２時間４５０円から１時間５６０円、
冷暖房期間中は２割増しから３割増し、駐車料金は１時間ま
で３３０円だったものが５６０円、１時間超えは３０分ごと
に１１０円から２６０円になる。あくまでも上限額とのこと
だが、大幅値上げの可能性は否定できない。また、Ｂリーグ
ＶＩＰ専用玄関やエレベーター、第１アリーナにスイート
ルームを８室造り、外の通路はＶＩＰ専用とするため周回の
ランニングコースとしては使えなくなるが、ランニングコー
スは２時間２３０円から１時間２５０円となる。ほかへ移ら
された市民のスポーツクラブは改修後も戻って活動できるか
分からない。自治体や議会が利用料金を統制できない制度で
あり、Ｒコンセッション方式は改めるべき。

（議案第９０号、議
案第９１号、議案第
９６号、議案第９９
号、議案第１０２号
を一括して討論）

日本
維新の
会

（１人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（１人）

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派
誠政
（２人）

日本
共産党
（1人）

気魄
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

政策
フォーラム
32
（１人）

未来を
つくる
（１人）

議決結果

【市長提出議案①】

議案番号 件　　　名 採決日
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（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　松井議員）
 広大な市域に保有する上下水道管を適切に維持することや
全国各地で発生した老朽化に起因する事故や地震よる被害を
軽減するため、老朽化・耐震化対策を加速化することが求め
られる。負担を先送りするのではなく、現サービスを受けて
いる者が適正な料金を負担し、上下水道インフラを将来世代
へ引き継ぐためにも、料金の見直しは避けられず、本条例改
正及び補正予算は必要である。なお、上下水道事業において
現行の料金体系では持続可能な事業経営は難しく、安心・安
全な水道水の提供と快適な生活環境を維持していくためには
受益者負担は必要だが、高齢者や子育て世帯等の標準的な世
帯への料金区分の従量料金は引下げもしくは引上げ幅を抑え
るなど、物価高の中にあっても、一定の配慮がある。
次に、富山市高度利用地区における固定資産税の不均一課税
に関する条例の一部を改正する条例制定は、再開発事業にお
ける権利床への固定資産税の減額措置適用期限延長に伴い、
保留床も同様の措置を講じることで、再開発事業の確実な実
施の後押しとなる。再開発により固定資産税は一時的に減少
する期間が生じるが、課税初年度から再開発前よりも増収が
見込まれることから、将来にわたり本市の税収に大きく寄与
する。また、再開発事業による恩恵は一部の事業者へ偏重す
るのではなく、市場経済活動に波及することから、本条例制
定は将来市民に持続可能なまちを引き継ぐためにも必要不可
欠な改正である。

　最後に、富山市まちなかアリーナ条例制定は、市民のス
ポーツ振興とまちなかの賑わいを創出するためアリーナ機能
を有する新たな施設として必要な事項を定めている。一般利
用料金は事業者が持続可能な施設運営をすることと市民に過
度な負担が生じないよう、その上限額を設定してある。今
後、「ＹＫＫ ＡＰ ＡＲＥＮＡ」として市民に親しまれ、駅
北地区の賑わいや地域活性化等の効果を本市にもたらすこと
が期待できる。

議案第９１号 令和７年度富山市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　松井議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

議案第９２号 令和７年度富山市病院事業会計補正予算（第１号） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９３号 富山市駐車場条例の一部を改正する条例制定の件 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９４号 富山市市税条例の一部を改正する条例制定の件 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９５号 富山市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正する条例制定の件

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９６号 富山市高度利用地区における固定資産税の不均一課税に関す
る条例の一部を改正する条例制定の件

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　松井議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

議案第９７号 富山市児童館条例の一部を改正する条例制定の件 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９８号 富山市スポーツ施設条例の一部を改正する条例制定の件 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（議案第９０号、議
案第９１号、議案第
９６号、議案第９９
号、議案第１０２号
を一括して討論）

日本
維新の
会

（１人）

未来を
つくる
（１人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（１人）

【市長提出議案②】

議案番号 件　　　名 採決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派
誠政
（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

政策
フォーラム
32
（１人）
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議案第９９号 富山市まちなかアリーナ条例制定の件 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　松井議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

議案第１００号 富山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
制定の件

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０１号 富山市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０２号 富山市水道事業給水条例等の一部を改正する条例制定の件 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　松井議員）
※議案第９０号の討論概要に掲載

議案第１０３号 工事請負契約締結の件（富山市芸術文化ホール（大ホール）
特定天井改修及び大規模改修工事）

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０４号 工事請負契約締結の件（山室中部公民館移転改築工事） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０５号 建造請負契約締結の件（消防艇建造） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０６号 辺地に係る総合整備計画の変更に関する件 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０７号 土地処分の件（金屋企業団地分譲地） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０８号 令和７年度富山市一般会計補正予算（第２号） 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０９号
富山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例制定の件

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

政策
フォーラム
32
（１人）

日本
維新の
会

（１人）

未来を
つくる
（１人）

みどり
（1人）

参政党
議員会
（１人）

会派
誠政
（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

【市長提出議案③】

議案番号 件　　　名 採決日
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議員提出議案
第７号

「空き家・空き地対策の推進」を求める意見書 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第８号

米国の関税措置に対応した中小企業等支援策の拡充を求める
意見書

6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第９号

地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める意見書 6/30 原案可決 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 × × ○ ○ × × ○ × × ○ ○

（反対討論要旨／自由民主党　金岡議員）
　地方消費者行政の重要性は理解するが、当該意見書にある
令和７年度末で事業継続が困難になるとの記述は本市の実情
と異なる。本市は令和２年度以降、交付金なしで相談体制を
維持してきた実績がある。また、地方消費者行政は自治事務
と位置づけられており、自主財源に基づいた対応が求められ
ることが国の計画にも示されている。さらに、同様の意見書
が全国で一斉提出される傾向にあることも問題であり、地方
自治体の実情に即した慎重な議論が必要である。

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　高原議員）
　令和６年度または令和７年度に、消費者行政推進事業に対
する地方消費者行政強化交付金が多くの地方自治体で終了す
る。近年、消費者被害はインターネット取引のボーダレス化
や広域的な詐欺グループの存在など、一自治体の枠を超えた
全国的、ときには国際的な規模に及んでいる。このような広
域性・複雑性を有する消費者問題への対処は、もはや各地方
自治体の自己努力と財政力だけでは困難である。各自治体が
安心して、住民に寄り添ったきめ細やかな消費者支援を継続
的に実施できるようになることから、恒久的な財源措置は安
定した行政サービスの提供に不可欠である。また、この地方
消費者行政の推進に係る財政支援については、本市の重点事
業として市長、議長の連名で国へ要望してきている。

議員提出議案
第１０号

高額療養費制度見直しの丁寧な検討等を求める意見書 6/30 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × 〇 × × × × × × ○ ○
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令和７年分
陳情第１２号

公共事業における使用機材の納税確認体制の整備に関する陳
情

6/30 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

令和７年分
陳情第１３号

小型特殊自動車に係る課税の適正化及び市民協力制度（協力
金制度）導入の提案に関する陳情

6/30 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

令和７年分
陳情第１４号

個人情報保護法に基づく必要最小限の情報収集の徹底および
全庁的な運用点検に関する陳情

6/30 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

令和７年分
陳情第１５号

市民意見受付制度における個人情報入力要件の運用見直しと
再発防止に関する陳情

6/30 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

令和７年分
陳情第１６号

所有者不明橋梁の安全対策と市民への情報提供に関する陳情 6/30 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

令和７年分
陳情第１７号

あはき・柔整広告ガイドラインの適正かつ積極的な運用を求
める陳情

6/30 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

令和７年分
陳情第１９号

映像表示装置（デジタルサイネージ、ＬＥＤビジョン等）設
置についての屋外広告物条例改正の陳情

6/30 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × ○

※表中の討論要旨については、各議員が発言内容を１案件あたり３５０字程度にまとめたものを掲載しています。(討論の掲載順は実際の発言順としています。）
※各発言の全文については、富山市議会のホームページ内にある「富山市議会インターネット中継」の６月３０日開催の本会議分、または、「本市議会の検索と閲覧」の「令和７年６月定例会」　（令和７年８月下旬掲載予定）にて、ご確認ください。
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【陳情】

議案番号 件　　　名 採決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派
誠政
（２人）

日本
共産党
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

太政
（1人）

政風会
（1人）

気魄
（1人）

政策
フォーラム
32
（１人）

日本
維新の
会

（１人）

自由民主党
（５人）

公明党
（４人）

立憲民主党
（３人）

会派
誠政
（２人）

日本
共産党
（1人）

議案番号 件　　　名 採決日 議決結果

富山市議会自由民主党
（１５人）

【議員提出議案】
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